
厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

重症薬疹診療拠点病院の認定 

研究代表者 森田栄伸 島根大学医学部皮膚科学 教授 

分担研究者 新原寛之 島根大学医学部皮膚科学 講師 

研究要旨 

本研究班で作成した Stevens-Johnson 症候群 (SJS) /中毒性表皮壊死症 (TEN)の診
療ガイドライン 2016 の一般臨床医への普及を図ることを目的とし、重症薬疹診療
拠点病院を認定した。SJS/TEN の登録数の多い 13 県の 47 大学病院を対象とし、重
症薬疹の講習会を開催し受講を呼びかけ、病院内の連携体制を書面にて確認するこ
とで 37 大学病院を重症薬疹診療拠点病院に認定した。併せて本研究班のホームペ
ージを開設し、SJS/ TEN の疾患情報、診療に関する情報、講習会の実施に関する
情報を掲載した。

A. 研究目的

本 研 究 班 で は 、 2015 年 度 に

Stevens-Johnson 症候群（SJS）及び中毒性表

皮壊死症（TEN）の診療ガイドラインを策

定した。2016 年度は、日本皮膚科学会およ

び日本眼科学会で SJS/TEN の診療ガイドラ

インの承認を得て、日本皮膚科学会雑誌お

よび日本眼科学会雑誌に SJS/TEN の診療ガ

イドライン 2016 を発表した。併せて

SJS/TEN の診療ガイドライン（簡易版）を

発刊した。今年度は、SJS/TEN の診療ガイ

ドラインの一般臨床医への普及を図ること

を目的とした。

B. 研究方法
(1) 重症薬疹診療拠点病院の認定

本研究班が主催する講習会を受講し、各
施設内に SJS/TEN の診療ガイドラインを周
知すること、SJS/ TEN の診療に必要な院内
連携体制を確認することを認定の要件とし
た。 
1）対象施設：SJS/TEN の難病登録数の多い
13 県の大学病院 
2）講習会：期日は 11 月 19 日（日）午後と
し、東京支部学術大会会場に講習会場を確
保した。講義担当施設は、横浜市立大学、
愛媛大学、京都府立大学、島根大学の本研
究班の分担研究者を予定した。 
3）病院内の連携体制の確認：書面にて院内
の診療連携体制を確認した。 
4）認定証の発行：講習会の受講、院内連携
体制の確認を満たした施設に認定証を発行
した。 

(2) 本研究班のホームページ開設
本研究班のホームページを開設し、SJS/

TEN の疾患情報、診療に関する情報、講習
会の実施に関する情報を掲載した。 

（倫理面への配慮） 
特に必要なし。 

C. 研究結果

(1) 重症薬疹診療拠点病院の認定

初年度は、SJS/TEN の登録数の多い 13 県

の47大学病院を対象として、11月19日（日）

午後、東京支部学術大会に合わせて講習会

を開催した。38 大学の皮膚科担当者、13 大

学の眼科担当医が出席した。院内連携体制

が確認された 37 大学病院を診療拠点病院

に認定した（表 1）。 
（2）本研究班のホームページを開設

本研究班のホームページを開設し、SJS/
TEN の疾患情報、診療に関する情報、講習
会の実施に関する情報を掲載した。ホーム
ページアドレス http://takeikouhan.jp/ 

D．考察 
今年度は、SJS/TEN の登録数の多い 13 県

の 47 大学病院を対象とし、重症薬疹の講習
会を開催し受講を呼びかけ、病院内の連携
体制を書面にて確認することで 37 大学病
院を重症薬疹診療拠点病院に認定した。こ
れらの拠点病院は本研究班が開設したホー
ムページに掲載し、衆知を図った。これに
より、本研究班の作成した SJS/TEN の診療
ガイドライン 2016 の一般臨床医への普及
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に寄与できるものと思われる。 
E． 結論 

37 大学病院を重症薬疹診療拠点病院に認

定した。これらの拠点病院は本研究班が開

設したホームページに掲載した。 

F．健康危険情報 
該当なし。 

G. 研究発表

なし

H．知的財産権の出願・登録状況 (予定を含

む。) 
1. 特許取得 なし

2. 実用新案登録 なし

3. その他 なし

重症薬疹診療拠点病院（2018年 4月現在） 

旭川医科大学病院 

秋田大学医学部附属病院 

埼玉医科大学病院 

千葉大学医学部附属病院 

帝京大学医学部附属病院 

東京大学医学部附属病院 

東京医科歯科大学医学部附属病院 

慶應義塾大学病院 

東京医科大学病院 

東京女子医科大学病院 

昭和大学病院 

東邦大学医療センター大森病院 

杏林大学医学部付属病院 

聖マリアンナ医科大学病院 

横浜市立大学附属病院 

北里大学病院 

金沢大学附属病院 

名古屋市立大学医学部附属病院 

愛知医科大学病院 

藤田保健衛生大学病院 

京都大学医学部附属病院 

京都府立医科大学附属病院 

関西医科大学附属病院 

大阪医科大学附属病院 

大阪市立大学医学部附属病院 

近畿大学医学部附属病院 

九州大学病院 

福岡大学病院 

久留米大学病院 

熊本大学医学部附属病院 

鹿児島大学病院 

大阪大学医学部附属病院 

愛媛大学医学部附属病院 

新潟大学医歯学総合病院 

川崎医科大学附属病院 

奈良県立医科大学附属病院 

島根大学医学部附属病院 
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